
浸水深が0.5mに達してから、0.5ｍを下回るまでの時間を浸水継続
時間と言います。敦賀市では、浸水継続時間が最も長く続く場合で、
１日程度と想定されています。
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※この地図は、概ね100年に一度の降雨（1日間の総雨量220㎜）により、笙の川水系の各河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域と浸水深の最大値を示しています。



●敦賀市からの情報� ●災害用伝言サービス
・防災情報受信機（防災ラジオ）
・防災放送チャンネル（092ch）
・防災メール（トンボメール）
・敦賀市ホームページ

●福井県河川・砂防総合情報
http://ame.pref.fukui.jp/

●気象情報（気象庁ホームページ）
https://www.jma.go.jp/jma/index.html

　

伝言の録音方法
にダイヤル

被災地の人の電話番号を入力

録音の場合
音声ガイダンスが流れる

音声ガイダンスが流れる

1 7 1

1

×（ ×× ××× ××××‐）

伝言の再生方法
にダイヤル

被災地の人の電話番号を入力

再生の場合
音声ガイダンスが流れる

音声ガイダンスが流れる

1 7 1

2

×（ ×× ××× ××××‐）

Scan to get this information in your own language.

避難情報について

各種情報の入手

警戒レベルのポイント

災害時連絡先

警　察 110

火災・救急・救助 119

海上保安庁 118

⚫�外出が危険な時は、家の２階など少しでも安全な場所に移動する。
⚫�運動靴を履いて避難する。長靴は水が入って歩きにくく危険。
はだしは厳禁。
⚫�夜間の避難は危険。可能な限り明るいうちに避難する。

⚫�必ず２人以上で避難する。
⚫�避難前に、ガスの元栓やブレーカーを切り、火の始末や戸締り
をする。
⚫�原則として徒歩で避難する。�特に地震時では道路が被害を受け危険。

避難のポイント　　　　 ※危険を感じた場合は、市からの避難情報を待たずに避難しましょう！

貴 重 品

□ �現金�
（小銭を含む※公衆電話に使用）
□ クルマや家の予備カギ
□ 予備のメガネ、コンタクトレンズ
□ 銀行の口座番号・保険契約番号
□ 健康保険証
□ 印鑑
□ 身分証明書（運転免許証など）
□ 母子手帳

便 利 品
な ど

□ ヘルメット・防災ずきん　　□ 懐中電灯　　　□ 笛・ブザー
□ 使い捨てカイロ　　　　　　□ 万能ナイフ　　□ ビニール袋
□ アルミ製保温シート　　　　□ 毛布　　　　　□ レジャーシート
□ マッチ・ライター　　　　　□ スリッパ　　　□ ハブラシ
□ 雨具（カッパ、長靴など）　  □ 軍手・皮手袋　□ 簡易トイレ

感 染 症
予 防 □ マスク　　　　　　　　　　□ 体温計　　　　□ 消毒液

情報収集
用 品

□ 防災ラジオ　   □ �携帯電話�
（充電器を含む）

□ 家族の写真　   □ 筆記用具

衛生用品 □ トイレットペーパー　　　　□ タオル　　　　□ 救急セット
□ ウェットティッシュ　　　　□ 着替え　　　　□ 常備薬

食 料 □ 非常食　　　　　　　　　　□ 飲料水

非常時持ち出し品リスト　　　　 ※下のリストは例示です。必要なものは家族間で話し合いましょう！


